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          午前１０時００分  開会  
【計画課長】 そ れでは 定刻前ではございますが、委員の皆様がお

揃いに なら れま したの で、ただいまから府中市都市計画審議会を

開催し てい ただ きたい と存じます。  
 開会 に先 立ち まして 、都市整備部長の深美より、ご挨拶を申し

あげま す。  
【都市整備部長】 委 員の皆様、おはようございます。ただいま紹

介のあ りま した 府中市 都市整備部長の深美でございます。本日は

大変お 忙し い中 を府中 市都市計画審議会にご出席を賜りましてあ

りがと うご ざい ます。  
本日 の 案件 とい たしまして、ご審議いただく案件が１件、そし

て、ご 報告 させ ていた だくものが１件でございます。よろしくご

審議を 賜り ます よう、 お願い申しあげまして、簡単ではございま

すが、 挨拶 とさ せてい ただきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。  
【計画課長】 ご 審議い ただきます前に、警視庁の人事異動に伴い

まして 、○ ○前 府中警 察署長に代わりまして、○○府中警察署長

が昨日 、８ 月２ ７日付 で着任されておりますので、ご報告をさせ

ていた だき ます 。  
それ で は、 ○○ 会長、よろしくお願いいたします。  

【議長】 皆様おはようございます。先週末は暑い日が続きまして

今日は 少し しの ぎやす いようでございます。都市計画審議会に早

朝から お集 まり いただ きましてありがとうございます。  
ただ い ま報 告が ございましたとおり、新たに寺田府中警察署長
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が就任 され まし て、本 日は瀬崎交通課長が出席いただいておりま

す。ど うぞ よろ しくお 願いいたします。  
では 、 これ から 会議に入りたいと思います。  

 会議 の開 催に 当たり まして、本日の委員の出席状況でございま

すが、○○委員から本日は欠席という連絡をいただいております。 
また 、 本日 の会 議の開催の可否でございますが、定足数に達し

ており ます ので 、本日 の会議は有効に成立しております。  
次に 、 本日 の会 議の議事録の署名人についてでございますが、  

府中市 都市 計画 審議会 運営規則第１３条第２項に、「議事録には議

長及び 議長 が指 名する 委員が署名するものとする」と規定されて

おりま すの で、 議事録 署名人については私のほうで指名させてい

ただい てよ ろし いでし ょうか。  
（「異議なし」の声）  

【議長】 それでは異議なしということですので、指名をさせてい

ただき たい と思 います 。  
本日 の 議事 録の 署名人につきましては、議席番号８番の○○委

員、議 席番 号９ 番の○ ○委員にお願いしたいと思います。よろし

くお願 いし ます 。  
続き ま して 、本 日の審議会を開催するに当たりまして、傍聴希

望者が ４名 ござ います が、傍聴を許可してよろしいでしょうか。  
（「異議なし」の声）  

【議長】  それでは傍聴者の入室をお願いします。  
（傍聴者入室）  

【議長】それ では 議事日 程に従いまして進めていきたいと存じます
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。日程 第 １、第１ 号議 案「府中市立地適正化計画（素案）」を議題

といた しま す。  
それ で は議 案の 説明をお願いいたします。  

【都市計画課長補佐】 議案のご説明の前に、都市計画マスタープ

ラン改 定検 討部 会の開 催状況について、ご報告をさせていただき

ます。 お手 元に 配布し ました当日資料１をご覧ください。  
 都市 計画 マス タープ ラン改定検討部会は、都市計画マスタープ

ランの 見直 しと ともに 、立地適正化計画の策定などの持続可能な

まちづ くり の実 現に向 けた方策について、専門的な見地からご議

論いた だく ため 、昨年 ４月に都市計画審議会の下部組織として設

置され まし た。 本部会 の委員は、都市計画審議会の委員５名と臨

時委員 ２名 の合 計７名 で構成されております。  
 これ まで 本部 会を昨 年度に６回、今年度に３回開催し、都市計

画マス ター プラ ンの全 体構想の改定、立地適正化計画の都市機能

誘導区 域や 居住 誘導区 域の設定などについてご議論いただき、部

会での 指摘 や意 見など を踏まえ、この後にご説明いたします「立

地適正 化計 画（ 素案）」を取りまとめております。  
 今後 につ きま しては 、９月１日に地域住民などで構成する各団

体の皆 様と まち づくり に関する意見交換会を開催するとともに、

９月７ 日、 ９日 、１２ 日に市内ル・シーニュなどでオープンハウ

スを実 施し 、広 く市民 の皆様のご意見を伺う予定でございます。

その後 、１ ０月 中旬に 第１０回都市計画マスタープラン改定検討

部会を 開催 し、 意見交 換などで市民の皆様からいただいた意見等

を踏ま えた 計画 案につ いてご議論をいただき、１１月に開催予定
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の本審 議会 に計 画案を お諮りする予定です。  
 それ では 詳細 につき まして、担当よりご説明いたします。  

【都市計画担当主査 】 それでは「府中市立地適正化計画（素案）」

につき まし て、 ご説明 をいたします。  
 事前 にお 配り しまし た「府中市立地適正化計画（素案）」と記載

されま した 資料 をご覧 ください。  
１枚 お めく りい ただきまして、目次をご覧ください。  
本文 の 第１ 章「 はじめに」では、策定の目的や計画の概要、計

画期間 など を２ ページ から７ページにお示ししております。  
第２ 章 の「 都市 構造上の主な現状と課題」では、人口動向や土

地利用 など ７項 目の観 点から分析を行い、現状と課題を整理し、

９ペー ジか ら２ ２ペー ジにお示ししております。  
第３ 章 の「 立地 の適正化に関する基本的な方針」では、立地適

正化計 画で 目指 すまち づくりの方針を２５ページから２６ページ

に、立 地適 正化 計画で 目指す都市の骨格構造を２７ページから３

０ペー ジに お示 しして おります。  
第４ 章 の「 居住 誘導区域」では、区域設定の考え方や具体的な

区域図 など を３ ２ペー ジから４９ページに、第５章の「都市機能

誘導区 域及 び誘 導施設 等」では、区域設定の考え方や具体的な区

域・誘 導施 設な どを５ １ページから８４ページに記載しておりま

す。  
第６ 章 の「 誘導 施策」では、誘導施策や届出制度などを８６ペ

ージか ら９ ０ペ ージに 、第７章の「目標指標の設定と進行管理」

では、 定量 的な 目標や 進行管理の考え方などを９２ページから１
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００ペ ージ にお 示しし ております。  
立地 適 正化 計画 （素案）の具体的な内容につきましては、スラ

イドを 使用 して ご説明 いたしますので、前方スクリーンをご覧く

ださい 。  
（スライド番号１）本計画につきましては、昨年度より策定作業を

開始い たし まし て、計 画の方向性（案）を取りまとめ、本年２月

に開催 した 本審 議会に てご審議をいただいております。  
今年 度 につ きま しては、その方向性に基づきまして、都市計画

マスタ ープ ラン 改定検 討部会等のご意見を踏まえながら、居住誘

導、都 市機 能誘 導など の具体的な事項などを素案として取りまと

めさせ てい ただ いてお ります。  
なお 、 以前 ご審 議いただいた「府中市立地適正化計画の方向性

（案）」 の際 に、 先ほど の目次の第１章から第３章の途中までをご

審議い ただ いて おりま すので、本日の説明は第３章以降を中心に

ご説明 をさ せて いただ きます。  
（スライド番号２）上位 計画や都市構造上の主な現状と課題などを

踏まえ まし て、本 計画で目指すまちづくり方針（ターゲット）と、

この方 針の 実現 に向け た施策方針（ストーリー）について整理を

いたし まし て、 目指す べき都市の骨格構造として、拠点や公共交

通軸の 配置 の考 え方を 整理しております。その後、居住誘導・都

市機能 誘導 に関 する事 項などを検討しております。本文では２４

ページ に記 載し ており ます。  
（スライド番号３）立地 適正化計画で目指すまちづくりの方針につ

いてで ござ いま すが、 現状と課題を踏まえて、まちづくりの方針
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を３つ 整理 して おりま す。  
１つ 目 とし まし ては、本市の経済活力を高め、市民生活の利便

性向上 に資 する 拠点の 形成、２つ目としては、多様なライフスタ

イルの 選択 を可 能とす る居住地等の形成、３つ目といたしまして

は、拠 点と 居住 地を結 ぶ利便性の高い公共交通ネットワークの形

成と交 通結 節点 の機能 強化でございます。  
（スライド番号４）こちらは、まちづくりの方針の実現に向けた施

策方針 を各 方針 別に整 理したものでございます。こちらは本文で

は２５ ・２ ６ペ ージに 記載しております。  
（スライド 番号５）次に、「本計画で目指す都市の骨格構造」につ

いて整 理を して おりま す。本文では３０ページに掲載しておりま

す。  
本市 の 拠点 設定 の考え方といたしましては、国土交通省の「立

地適正 化計 画作 成の手 引き」の考え方を踏まえ、現在改定作業中

の都市 計画 マス タープ ランでの拠点を具体化することを主眼に置

いて、 拠点 の設 定を行 っております。  
具体 的 には 、改 定作業中の都市計画マスタープランの中で、市

民の日 常生 活に 関連す ると考えられる鉄道駅を中心といたしまし

て、「中心拠点」、「地域拠点」、「広域医療拠点」、「日常生活拠点」

を対象 に、 都市 機能誘 導や居住誘導を通じた拠点構築の具体化を

目指し てお りま す。  
公共 交 通軸 の考 え方でございますが、拠点間を結ぶ公共交通路

線につ いて 、将 来にわ たり維持すべき軸として位置付けを行って

います 。  
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具体 的 には 、本 市の鉄道のうち市民の移動手段として重要な役

割を担 う、 京王 線、Ｊ Ｒ南武線、ＪＲ武蔵野線、西武多摩川線を

公共交 通軸 とし て位置 付け、また、それらを補完するバス路線で

ある１ 日片 道３ ０本以 上の利便性が高い路線、及び３０本に満た

ないも のの 拠点 と周辺 居住地を結ぶ民間バスやコミュニティバス

の路線 につ きま しても 、公共交通軸として位置付けております。

これら を図 面化 したも のが、こちらの骨格構造図でございます。

これら の骨 格構 造図を 実現していくため、これからご説明いたし

ます居 住誘 導区 域や都 市機能誘導区域の設定を行っております。  
（スライド番号６）居住 誘導区域設定の基本的な考え方でございま

す。本 文で は３ ２・３ ３ページに掲載しております。  
居住 誘 導区 域に つきましては、四角の中にお示ししているとお

り、国 土交 通省 の「立 地適正化計画作成の手引き」や「都市計画

運用指 針」 で示 される 考え方を踏まえつつ、方針の２「多様なラ

イフス タイ ルの 選択を 可能とする居住地等の形成」を実現するた

めに居 住誘 導区 域など を設定いたします。  
設定 に 当た って の考え方ですが、本市の人口は将来的に若干減

少傾向 に転 じる ものの 、およそ２０年後の平成５２年（２０４０

年）に おい ても 高密度 な市街地が保たれる見込みとなっておりま

す。現 在の 住環 境を将 来にわたり持続させ、誰もが住み慣れた地

域で安 心し て暮 らせる まちづくりを行うため、本市では生活利便

性の維 持を 図り 、引き 続き高い人口密度を保っていくことを前提

に居住 誘導 区域 の設置 を行います。なお、災害リスクの高いエリ

アや、 本市 の経 済活力 を支える工業用地、東京競馬場や寺社等の
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地域資 源に つき まして は、現況の土地利用状況等を考慮し、区域

設定を 検討 して おりま す。  
（スライド番号７）次に、居住誘導区域の設定でございます。本文

では３ ４ペ ージ から４ ４ページに掲載しております。  
ピン ク 色で 色塗 りしております「居住を誘導すべき区域」は、

①とし て、 現状 または 将来においても一定の人口密度が見込める

区域、 ②と して は、既 存の都市基盤の有効活用が図れる区域、③

として は、 本市 におけ る生活利便性の高い区域となります。  
青色 で 色塗 りし ておりますのは「考慮すべき区域」ということ

で、① とし まし ては地 区計画による住宅の建築が制限されている

区域、 ②と しま しては 防災上の安全性が懸念される区域、③とし

ては本 市の 経済 活力維 持に資する区域、④としては農と共存しゆ

とりあ る住 環境 を形成 する区域、⑤としましては一団の非住居系

地域と なっ てお ります 。  
（スライド番号８）これ までの整理を踏まえた居住誘導区域設定の

全体概 要と なり ます。 本文では４５ページに掲載しております。  
左側 の オレ ンジ 色の場所の居住誘導区域と書かれた枠の部分の

となり ます が、 この中 で一番上が「高い利便性を生かし居住を誘

導する エリ ア」、その 下に「農と共存を図るエリア」、「工業と共存

を図る エリ ア」、また、一番下の部分で、「一定の災害リスクを有

するも のの 防災 対策を 図り居住を誘導するエリア」という形で設

定を考 えて おり ます。  
具体 的 に、 まず 「農と共存を図るエリア」でございますが、農

地が多 く分 布し 、改定 作業中の都市計画マスタープランにおいて
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農の風 景育 成拠 点の位 置付けの検討が進められている低層の住宅

地を対 象と し、 農と共 存したゆとりある居住地の形成を目指し、

居住誘 導区 域の 中でも 積極的には居住を誘導しないエリアと考え

ており ます 。  
「工 業と共存 を図るエリア」ですが、こちらは工業系用途地域の

うち都 市型 産業 専用地 区を除いた準工業地域を対象に、住工共存

に向け たま ちづ くりを 目指し、居住誘導区域の中でも、こちらも

積極的 には 居住 を誘導 しないエリアと考えております。  
「 一 定 の 災 害 リ ス ク を 有 す る も の の 防 災 対 策 を 図 り 居 住 を 誘 導

するエ リア 」で ござい ますが、こちらは防災上の安全性が懸念さ

れる区 域を 対象 として おります。先般の西日本豪雨では、河川の

氾濫や 土砂 災害 による 広範囲で甚大な被害が生じております。本

市では 昨年 ７月 に多摩 川が氾濫した場合の浸水想定区域をお示し

た「水 害ハ ザー ドマッ プ」を作成しておりますが、その中で３メ

ートル 未満 の浸 水想定 区域や３メートル以上の浸水想定区域、及

び急傾 斜地 崩壊 危険箇 所・区域で防災対策が実施されている区域

につき まし ては 、居住 誘導区域の中でも積極的には居住を誘導し

ないエ リア とし ての設 定を考えております。  
なお 、 委員 の皆 様のお手元に水害ハザードマップをお配りさせ

ていた だい てお ります ので、こちらもご参照ください。  
居住 誘 導区 域の 枠の下のところ、こちら紺色で表示しています

「居住環境維持エリア」でございますが、こちらは３メートル以上

の浸水 想定 区域 、また 急傾斜地崩壊箇所・区域で防災対策が未実

施のエ リア で、 こちら につきましては防災の安全性から居住誘導
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区域に は含 まず 、災害 対策などを推進しまして、日常生活サービ

スや交 通手 段を 確保で きる住環境の形成に向けた取組を今後も進

めるエ リア と考 えてお ります。  
さら そ の下 、灰 色で表示しております「居住以外の利用を図る

エリア 」で すが 、農業 公園候補地、工業地域及び都市型産業専用

地区な ど居 住以 外の利 用を図っていくエリアということで、こち

らは居 住誘 導区 域には 含めておりません。  
（スライド番号９）こち らは居住誘導区域の候補地をお示しした図

でござ いま す。 本文で は４７ページに掲載しております。  
黄色 で 塗ら れた 箇所が居住誘導区域の候補地となります。緑色

の斜線 区域 が農 業公園 候補地、水色の縦線区域が工業地域や都市

型産業 専用 地区 、青色 の斜線区域が３メートル以上の浸水想定区

域や急 傾斜 地崩 壊危険 箇所・区域、紫の斜線区域が地区計画によ

り住宅 の建 築が 制限さ れております日鋼町インテリジェントパー

クなど 、ピ ンク 色の横 線が多磨霊園や競馬場など一団の非住居系

地域と なっ てお ります 。  
（スライド番号１０）こちらは居住誘導区域をお示しした図となり

ます。 本文 では ４８ペ ージに掲載しております。  
黄色 の 居住 誘導 区域の中で、「農と共存を図るエリア」、「工業と

共存を 図る エリ ア」、「 一定の災害リスクを有するものの防災対策

を図り 居住 を誘 導する エリア」を示しており、これらの区域界、

具体的 な境 界に つきま しては、今後、用途地域や道路等の地形地

物など をも とに 精査を してまいります。  
（スライド番号１１）続きまして、都市機能誘導区域等の設定の流
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れでご ざい ます 。本文 では５１ページに掲載しております。  
先ほ ど の都 市の 骨格構造でお示しした、中心拠点、地域拠点、

広域医 療拠 点、 日常生 活拠点を対象に、それぞれの拠点ごとに都

市機能 誘導 区域・誘導施設及び本市独自の規定となります（仮称）

生活サ ービ ス機 能維持 区域・維持施設を設定してございます。  
（スライド番号１２）こちらは、施設の特性に応じた配置の考え方

でござ いま す。 本文で は５２ページに掲載しております。  
本市 の 場合 、必ずしも駅周辺等の拠点に集約するのみではなく、

拠点に 立地 して いるこ とが望ましい施設と、拠点内も含めて地域

内で分 散し 居住 地の近 接地に立地していたほうが利用しやすい施

設に分 類さ れる ことか ら、拠点立地型施設と市内分散型施設で施

設を整 理し てお ります 。  
（スライド番号１３）こちらは、それぞれの施設を拠点立地型施設

、市内 分散 型施 設に分 類したものでございます。本文では５３・

５４ペ ージ に掲 載して おります。  
左枠 内 が拠 点立 地型施設で、市役所や百貨店、大型商業施設、

銀行な どが 挙げ られま す。右枠内が市内分散型施設でありますが、

地域包 括支 援セ ンター 、保育所、コンビニエンスストアなどが挙

げられ ます 。  
（スライド番号１４ ）こちらは、拠点立地施設について、現在の各

種機能 の立 地状 況を拠 点ごとに整理したもので、スライドでは府

中駅・ 府中 本町 駅周辺 地区を例示させていただいてございます。

本文で は５ ５ペ ージか ら６６ページに拠点ごとの立地状況を整理

させて いた だい ており ます。  
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府中 駅・府中本町駅周辺につきましては、駅を拠点としまして、

高齢者 の徒 歩圏 とされ ております半径５００メートル、一般的な

徒歩圏 とさ れて おりま す半径８００メートルのエリア内における

各施設 の立 地状 況を示 しておりまして、圏域の中に該当する施設

がある 場合 は赤 丸を、括弧内に該当施設の数を表示しております。

これら の立 地状 況など を踏まえて、都市機能誘導区域及び誘導施

設等の 設定 の考 え方を 整理しております。  
（スライド番号１５）都市機能誘導区域等を設定する拠点の考え方

でござ いま す。 本文で は６７・６８ページに掲載しております。  
中心 拠 点、 広域 医療拠点、地域拠点の一部で都市機能誘導区域

を設定 し、 都市 機能誘 導区域を設定していない地域拠点や日常生

活拠点 につ きま しては 、既存のスーパーマーケットや銀行等をは

じめ、 生活 サー ビス機 能を維持し、周辺住民の方の生活利便性を

確保す るた め市 独自で 規定いたします（仮称）生活サービス機能

維持区 域を 設定 いたし ます。  
地域 拠 点に つき ましては、都市機能誘導区域を定める拠点と（

仮称） 生活 サー ビス機 能維持区域を定める拠点に分かれるため、

その設 定方 法に ついて は次のスライドでご説明させていただきま

す。  
（スライド番号１６）地域拠点といたしましては、こちらにありま

す６つ の駅 が対 象とな っております。こちらのうち（ａ）の「交

通結節 機能」や「 都市 機能の集積状況」に加えまして、（ｂ）の「

主なま ちづ くり の動向 や地域のまちづくり機運」を確認した上で、

市とし て地 域主 体のま ちづくりを促進する観点から (ａ )と (ｂ )を
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満たす もの につ きまし て、都市機能誘導区域を定める拠点として

抽出し てお りま す。こ れらの条件に当てはまる拠点が表にござい

ますと おり 、分 倍河原 駅周辺地区、多磨駅周辺地区、西府駅周辺

地区と なり ます 。  
なお 、 該当 しな い東府中駅周辺地区、多磨霊園駅周辺地区、中

河原駅 周辺 地区 の地域 拠点につきましては、本市独自で規定いた

します （仮 称） 生活サ ービス機能維持区域を設定し、周辺住民の

皆様の 生活 利便 性を確 保し、今後のまちづくりの動向や機運が高

まった 際に は、 都市機 能誘導区域への位置付けを検討してまいり

ます。 なお 、記 載はご ざいませんでしたが、北府中駅などの日常

生活拠 点に つき まして も、本市独自で規定する（仮称）生活サー

ビス機 能維 持区 域を同 様に設定しています。  
（スライド番号１７）以上の考え方を踏まえ、各拠点に設定する区

域を整 理し たも のがこ ちらのスライドとなってございます。  
（スライド番号１８）次に具体的な都市機能誘導区域設定の考え方

でござ いま す。 本文で は６９ページに掲載しております。  
中心 拠 点は 、一 般的な徒歩圏として駅から半径８００メートル

程度を 目安 に区 域を設 定しております。  
広域 医 療拠 点及 び地域拠点は、高齢者の一般的な徒歩圏、駅等

から半 径５ ００ メート ル程度を目安に区域を設定しております。

なお、 分倍 河原 駅周辺 地区につきましては、市内の中での駅利用

者が最 も多 く、 交通結 節機能がある広域性のあるエリアでござい

ますの で、 今後 、都市 ・地域交通戦略によって更なる拠点性・利

便性の 向上 を図 る観点 から、一般的な徒歩圏、駅から半径８００
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メート ル程 度を 目安に 区域を設定しております。  
（仮 称）生活サービス機能維持区域は、地域拠点よりもさらに身

近な範 囲内 とし 、駅か ら半径３００メートル程度で設定し、生活

サービ ス機 能を 維持す るための施設を包含する形での区域として

おりま す。  
（スライド番号１９）本市における誘導施設等設定の考え方でござ

います 。本 文で は７０ ページに掲載しております。  
誘導 施 設に つき ましては、拠点形成の方向性や都市機能の立地

状況な どを 踏ま え、地 域性等を考慮した上で都市機能誘導区域ご

とに誘 導施 設を 設定し ております。  
なお 、 既に 立地 している誘導施設につきましては、現状の機能

の維持 を図 り、 不足し ている施設につきましては、新たな立地の

誘導を 図っ てお ります 。また、維持施設につきましては、周辺エ

リアの 生活 サー ビス水 準を確保するために必要な維持をすべき施

設を設 定し てお ります 。  
（スライド 番号２０）都市機能誘導区域・誘導施設でございます。

本文で は７ １ペ ージか ら８４ページに、拠点ごとの区域や施設を

掲載し てお りま す。ス ライドでは多摩メディカル・キャンパス周

辺地区 を例 示さ せてい ただいております。  
誘導 区 域の 対象 範囲を赤枠でお示しし、表の赤字で示す施設が

今後新 たに 誘導 してい く施設で、青字で示す施設が都市機能誘導

区域内 に既 に立 地をし ており、その機能を今後も維持していく施

設とな りま す。  
（スライド番号２１）各施設についてご説明させていただきます。 
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府中 駅 ・府 中本 町駅周辺地区につきましては、駅より徒歩圏８

００メ ート ルを 基本と し、中心市街地活性化基本計画に基づく中

心市街 地区 域と の整合 を図りながら区域設定を図っております。  
多摩 メ ディ カル ・キャンパス周辺地区につきましては、広域的

な医療 拠点 であ ること から、バス停からの徒歩圏５００メートル

を基本 とし 、多 摩メデ ィカル・キャンパス用地を含む区域設定を

行って おり ます 。  
（スライド番号２２）多磨駅周辺地区、西府駅周辺地区につきまし

ては、 駅よ り徒 歩圏５ ００メートルを基本といたしまして、まち

づくり 誘導 区域 などを 考慮した区域設定を行っております。  
分倍 河 原駅 周辺 地区につきましては、駅より徒歩圏８００メー

トルを 基本 とし 、都市 ・地域交通戦略の対象地区などを考慮した

区域設 定を 行っ ており ます。  
（スライド番号２３ ）次に（仮称）生活サービス機能維持区域でご

ざいま すが 、東 府中駅 、多磨霊園駅、中河原駅、北府中駅、是政

駅、白 糸台 駅、 武蔵台 駅周辺地区につきまして、駅より徒歩圏３

００メ ート ルを 基本と し、維持すべき施設の立地を踏まえ区域設

定を行 って おり ます。  
（スライド番号２４）続きまして、誘導施策についてご説明させて

いただ きま す。  
まち づ くり の方 針の実現に向けて、方針ごとに設定した施策方

針に基 づき 誘導 施策を 設定しております。ピンク色で塗られた施

策は新 規施 策と なって おりまして、青字は官民連携により推進す

る施策 とな りま す。な お、スライドでは、主な誘導施策のみを表
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示して おり ます ので、 誘導施策全体につきましては、本文の８７

・８８ ペー ジを ご覧く ださい。  
まち づ くり の方 針１の１―１では、「大規模土地取引行為の事前

届出制 度の 推進 による 都市機能の維持・誘導」や、「けやき並木と

調和し たま ちづ くりの 推進」など１０施策を、都市機能誘導区域

の府中 駅・ 府中 本町駅 周辺地区で展開することとしております。  
（スライド 番号２５）１―２では、「都市・地域交通戦略事業と連

携した 都市 機能 の誘導 による駅周辺の利便性・拠点性の向上」や、

「大型商業 施設の立地や駅周辺の整備と合わせた都市機能の誘導」

など８ 施策 を、 都市機 能誘導区域や（仮称）生活サービス機能維

持区域 で展 開す ること としております。  
（スライド番号２６）まちづくりの方針２では、居住誘導区域にお

いて展 開す る施 策を記 述しております。２－１では、「まちなかの

居住の 促進 に向 けた高 度利用の検討」など２施策を、２－２では、

「農地環境の保全に向けた田園住居地域指定の検討」など７施策を

農と共 存を 図る エリア で展開することとしております。  
（スライド 番号２７）２－３では、「団地ストック等の活用・再編

に向け た支 援策 の検討 」など３施策、２－４では、「空き家の管理

・活用 施策 の検 討」な ど５施策、２－５では「工業系用途地域に

おける 地区 計画 や特別 用途地区の指定等による住宅立地の抑制」

など３ 施策 を、「 工業と 共存を図るエリア」で展開することとして

おりま す。  
（スライド 番号２８）２－１から２－５に共通する施策として、「

魅力あ る景 観の 形成」 のほか防災関連では「狭あい道路の解消」
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や「浸 水想 定区 域にお ける自助・共助による避難体制への支援」

など１ １施 策を 展開す ることとしております。  
（スライド番号２９）同じく２－１から２－５に共通する施策の子

育て・ 福祉 関連 では、 既存公共施設におけるバリアフリー化等に

よる施 設整 備な ど１０ 施策を展開することとしております。  
（スライド番号３０）まちづくりの方針３では、立地適正化計画区

域、都 市機 能誘 導区域 及び（仮称）生活サービス機能維持区域に

おいて 展開 する 施策を 記述しております。  
３－ １ では、「地域公共交通網形成計画策定による公共交通ネッ

トワー クの 維持・確保」など３施策を、３－２では、「分倍河原駅

周辺に おけ る駅 舎を含 めた都市基盤の整備」など５施策を展開す

ること とし てお ります 。  
（スライド番号３１）続きまして、本計画に基づく届出制度でござ

います 。本 文で は８９ ・９０ページに掲載しております。  
まず 、 居住 誘導 に係る届出でございますが、居住誘導区域外に

おいて ３戸 以上 の住宅 を新築しようとする場合などは、行為に着

手をす る日 の３ ０日前 までに、行為の種類や場所などを市へ届け

出るこ とが 必要 となり ます。  
（スライド番号３２）次に、都市機能誘導に係る届出でございます

。こち らも 、都 市機能 誘導区域外において誘導施設を有する建築

物を新 築し よう とする 場合などは、行為に着手をする日の３０日

前まで に、 行為 の種類 や場所などを市へ届け出ることが必要とな

ります 。  
（スライド番号３３）続いて、これらの誘導施策の達成状況に関す
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る目標 指標 の設 定と進 行管理についてご説明いたします。本文で

は９２ ペー ジか ら９９ ページに掲載しております。  
まず 、ま ちづくりの方針１、「本市の経済活力を高め市民生活の

利便性 向上 に資 する拠 点の形成」では、定量的な目標といたしま

して「 鉄道 駅の １日平 均乗降客数の増加」を掲げております。期

待され る効 果の 定量化 といたしましては、「小売事業所数の維持・

増加」 など ２項 目を挙 げてございます。  
（スライド番号３４）具体的な目標値についてご説明いたします。 

鉄道 駅 の１ 日平 均乗降者数につきましては、今回、都市機能誘

導区域 を設 定す る府中 駅、府中本町駅、分倍河原駅、多磨駅、西

府駅に つき まし ては、 過年度の平均増減率より将来の推計値を算

出し、 人口 のピ ークを 迎える平成３２年度の推計値を基本といた

しまし て３ ４万 人を目 標として設定しております。  
次に 、 都市 機能 誘導区域内における小売事業所数でございます

が、直 近の デー タの平 成２６年度における都市機能誘導区域内に

おける 小売 業の 事業所 数を基本とし、４７４事業所以上を目標値

に設定 して おり ます。 また、小売業年間販売額につきましても、

参考値 とし て確 認する ことで、適切な進捗管理に努めてまいりま

す。  
次に 、 都市 機能 に関する満足度でございますが、市政世論調査

におけ る日 常の 買い物 の便に関する満足度より、過去９年間で最

も高い 数値 を上 回るよ う８０パーセントを目標に設定しておりま

す。  
（スライド 番号３５）続いて、まちづくりの方針２、「多様なライ
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フスタ イル の選 択を可 能とする居住地等の形成」では、定量的な

目標と いた しま しては 、「居住誘導区域内の人口密度の維持」を掲

げてお りま す。期待される効果の定量化といたしましては、「市内

の空き 家発 生の 抑制」 など４項目を掲げております。  
（スライド番号３６ ）具体的な目標値でございますが、まず、居住

誘導区 域の 人口 密度に つきましては、平成２７年度と平成４７年

度にお ける 居住 誘導区 域内の人口密度を算出したところ、平成４

７年度 の同 区域 内の人 口密度は若干の減少が見込まれております

が、現 状値 の維 持を目 指す観点から平成２７年度の人口密度を基

本とい たし まし て、１ヘクタール当たり１１６ .３人を目標として

設定し てお りま す。な お、これらの人口密度の数値につきまして

は、今 後居 住誘 導区域 を確定していく過程で数値の変更が想定さ

れます ので 、あ らかじ めご了承ください。  
次に 、 市内 の空 き家発生の抑制につきましては、府中市空家等

対策計 画に 基づ く「未 解決の荒廃した空き家」を対象とし、現状

値より 発生 を抑 制する 観点から平成２８年度の空き家数の約１割

減を目 指し て１ ００件 を目標値として設定しております。  
次に 、 市内 の農 地面積の減少抑制でございますが、こちらも年

々農地 につ きま しては 減少傾向にあり、また今後平成３４年度に

は生産 緑地 地区 の指定 解除に伴う更なる農地面積の減少が見込ま

れてお りま すが 、この ままの減少率で推移した場合の農地面積以

上を目 指し ９０ ヘクタ ールを目標値として設定しております。  
（スライド番号３７）次に、市内の工場等の製造品出荷額等につき

まして は、 過去 １０年 間で最も高い出荷額を基本とし、 9 千億円
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以上を 目標 値と して設 定しております。  
次に 、 居住 に関 する満足度につきましては、こちらも市政世論

調査に おけ る定 住意向 に関する満足度より、過去９年間で最も高

い数値 を上 回る よう９ ６パーセントを目標値に設定しております。 
（スライド 番号３８）続いて、まちづくりの方針３、「拠点と居住

地を結 ぶ利 便性 の高い 公共交通ネットワークの形成と交通結節点

の機能 強化 」で は、定 量的な目標として「公共交通の利便性の高

いエリ アの 居住 人口割 合の増加」を掲げております。期待される

効果の 定量 化と いたし ましては、「路線バス・コミュニティバスの

運行本 数の 維持 」など ２項目を挙げております。  
（スライド番号３９）具体的な目標値でございますが、公共交通の

利便性 の高 いエ リアの 居住人口割合につきましては、平成２７年

度と４ ７年 度に おいて 、公共交通利用圏域内の人口割合を算出し

たとこ ろ、 平成 ４７年 度においては、公共交通の利便性の高いエ

リアの 居住 人口 割合が 若干低下する見込みとなっております。し

かし、 公共 交通 ネット ワークの充実や拠点の機能強化などを進め

現状の 人口 密度 を維持 することで、居住誘導区域内の人口密度を

現状値 の約 １割 以上を 目指し９１パーセントを目標値として設定

してお りま す。 なお、 こちらにつきましても、居住誘導区域の面

積によ り目 標値 の変更 が想定されますので、あらかじめご了承願

います 。  
次に 、路線バス・コミュニティバスの運行本数につきましては、

都市機 能誘 導区 域内の 運行本数を確認し、将来にわたり運行本数

を維持 し、 現状 の利便 性の高い環境を維持していくことから、現
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状値で ある １， ４７８ 本を目標値として設定しております。  
最後 に 、公 共交 通に関する満足度につきましては、市政世論調

査にお ける 交通 の便に 関する満足度より、過去９年間で最も高い

数値を 上回 るよ う８３ パーセントを目標値に設定しております。  
（スライド番号４０）進行管理の考え方でございます。本文では１

００ペ ージ に掲 載をし ております。  
本計 画 は、 おお むね２０年を計画期間としておりますが、設定

した目 標値 につ きまし ては、ＰＤＣＡサイクルのもと、おおむね

５年ご とに 評価 を行い 、そのときの人口密度等の状況に応じて適

宜適切 な数 値を 設定し てまいります。  
（スライド 番号４１）最後に、今後のスケジュールでございます。

本素案 につ きま しては 、本審議会でのご了承をいただき、９月以

降に意 見交 換会 やオー プンハウスにより市民の皆様に公開し、ご

意見を 伺う 予定 となっ ております。その後、いただいたご意見を

踏まえ まし た計 画案を １０月に作成し、１１月に開催予定の本審

議会で の議 を経 て、１ １月下旬よりパブリックコメントを行い、

年度内 に計 画策 定を行 う予定です。  
お手 元 に概 要版 もお配りさせていただいておりますので、ご参

照くだ さい 。  
以上 で 、府 中市 立地適正化計画（素案）の説明を終わらせてい

ただき ます 。  
【議長】  ありがとうございました。  

ただ い ま府 中市 立地適正化計画（素案）についての説明が終わ

りまし た。  
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 それ では 、こ れより 審議に入りたいと思います。委員の皆様か

らご意 見、 ご質 問等ご ざいましたら、お願いいたします。○○委

員。  
【○○委員 】 細かい 話で、教えていただきたいのですが、９７ペ

ージに なり ます 。今の 説明にもございましたが、農地面積の減少

抑制と いう とこ ろです が、ここで挙げている現状値の１４０ヘク

タール は、 生産 緑地の 面積なのか、それとも一般的な農業委員会

で把握 して いる 生産緑 地以外も含めた面積なのか、どちらなのか

教えて くだ さい 。  
【議長】  ○○委員からのご質問、どちらでしょうか。  
【計画課長補佐】 ９７ ページの現状値の面積の１４０ヘクタール

ですが 、生 産緑 地も含 めて一般的な農地の面積として数値を出さ

せてい ただ いて おりま す。  
 以上 でご ざい ます。  

【○○委員】 都 市計画 審議会で生産緑地の審議をいつもしていた

だいて いる ので すが、 府中市はかなり努力をされていて生産緑地

の追加 指定 もあ ります し、減少もかなり抑えていただいていると

思って おり ます 。さら に面積要件を５００平方メートルから３０

０平方 メー トル に変え られたということもあって、なるべく農地

を確保 され てい るなと 思っていたのですが、この１４０ヘクター

ルから ９０ ヘク タール というのはかなり大きく減るなという思い

がある 。文 章で もこの ままでの減少率で推移した状況ということ

ですが 、ほ かの ものの ように少し努力をされて、これを少しでも

抑える とい うこ ともあ ると思うのですが、やはりそれでもここま
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でいっ てし まう と予想 されているということなのですか。  
【議長】  いかがですか。どういう考え方か。  
【計画課長補佐】 目標 値までの考え方でございますが、現状値の

過去の 推移 から 計算し ますと、どうしても８８ヘクタール程度ま

で下が って しま うとい うところがございますので、今後、施策等

を展開 しな がら 平成５ ０年には９０ヘクタールを目指すというと

ころで 今は 考え てござ います。  
 以上 でご ざい ます。  

【○○委員】 わ かりま した。一層のご努力をお願いしたいと思い

ます。 生産 緑地 は非常 に大切な農地ですので、９０ヘクタールを

もう少 し増 える ように 努力していただきたいと思います。よろし

くお願 いし ます 。  
【議長】  ほかにご質問はございませんでしょうか。○○委員。  
【○○委員】 大 変ボリ ュームがある計画ですので、読ませていた

だきま した けれ ども、 何点かわからないところを教えていただき

たいと 思い ます 。  
 感想 とし ては 、公共交通が軸だというようなことの計画なので、

印象と して は京 王線沿 いに中心拠点が展開されるということで、

意欲が 少し 薄い かなと いう思いを持ちました。  
 まず １点 目を お聞き したいのですけど、都市再生特別措置法が

改正さ れた こと から、 この計画の策定ができることになったとい

う背景 をも う少 し詳し く教えていただきたいと思います。あわせ

て、国 から の様 々な補 助が出るようだと言われているのですが、

どのよ うな こと が想定 されているのか。それから、２０年という
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大変長 い計 画な ので、財政規模とかそのフレームとかというのは、

今はま だ計 画も 素案の 段階ということなので分からないかと思う

のです けど 、ど のよう に考えればいいのかということをあわせて

教えて くだ さい 。  
 それ から 二つ 目です けど、調べましたところ国の想定では目標

が１５ ０自 治体 と言わ れているようなのですが、現在、１００程

度申請 がも う済 んでい るようなのです。この周辺、あるいは都内、

近隣等 で策 定が されて いるところ、計画があるところがありまし

たら教 えて いた だきた いと思います。  
 三つ 目な ので すが、 素案の今いただいた概要版３ページの居住

誘導区 域、 下の ほうに ある黄色い絵なんですが、ここの白枠が、

例えば 多磨 霊園 とか競 馬場とか、居住できないところ以外の住宅

が張り つい てい るとこ ろまで大きく設定されているような気がす

るので すが 、こ こに住 んでいる方は居住対象外として除外されて

しまう のか いう ことを 単純に疑問を持ちましたので、そこのとこ

ろを教 えて くだ さい。 私の見方が違うのかもしれませんが、よろ

しくお 願い しま す。  
 それ から ４点 目なの ですけど、５４ページあたりから先ほど説

明もあ りま して 、都市 機能別配置の考え方ということで、拠点立

地型施 設と いう のがず っと書かれております。個々の計画でいき

ま すと、 ５ ５ ペー ジか ら、ないもの については×となっていると

こ ろなの で す けど 、こ の×の見方を教えていただきた いと思いま

す。例 えば 、出 張所が ないということで、今後望ましいものとい

うこと で、 ここ に出張 所を誘導していくのかということとか、銀



25  

行 、信用 金 庫 がな いか ら×になっていて誘導していく のかという

ような こと の見 方を教 えていただきたいと思います。  
 次に 、オ ープ ンハウ スを既に平成２９年度に行われたというこ

となの です けれ ども、 参加人数といいますか、状況を教えていた

だきた いと 思い ます。  
 ７点 目な ので すが、 先ほどの説明の中で、駅周辺などでは高度

利用も 含め て考 えてい きたいというようなお話がありました。私

が読ま せて いた だいた ところの高度利用についての説明が分かり

ません でし たの で、ど こにあるのかということを教えていただけ

ればと 思い ます 。  
 以上 、７ 点よ ろしく お願いします。  

【議長】  ○○委員から７点、お答えをお願いします。  
【計画課長 補佐】  まず初めに１点目の国の状況でございますが、

少子高 齢化 とい うとこ ろで国ではコンパクトシティ・プラス・ネ

ットワ ーク のま ちづく りを進めるために、平成２６年８月に都市

再生特 別措 置法 が改正 されまして、自治体において立地適正化計

画が策 定で きる という ことになってございます。  
 ２点 目の 国か らの補 助の想定でございますが、都市機能誘導区

域に誘 導施 設を 誘導す る場合に、国から補助が出るということに

なって ござ いま す。基 本的には、社会資本総合交付金の中でかさ

上げが 受け られ るとい うことになってございます。  
現在 の 都内 の策 定状況でございますが、今現状で日野市と八王

子市が 策定 に向 けて取 り組んでございます。昨年度末に福生市が

計画を 策定 して 公表し てございます。  
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 続き まし て、 居住誘 導区域の中で多磨霊園の西側の部分につき

まして は、 都市 計画の 中で都市計画公園として位置付けられてご

ざいま すの で、 今回居 住誘導区域としては除かせていただいてい

るとい うと ころ でござ います。  
 続き ま し て、５ ５ペ ージ以降の立 地状況の×というところでご

ざいま すが 、現 状で拠 点区域の中で立地状況というのを５５ペー

ジから ６６ ペー ジまで 調べてございます。それ以降７１ページか

らが都 市機 能誘 導施設 ということで、この区域には、７１ページ

の府中 駅・ 府中 本町駅 周辺でございますと、誘導施設として行政

機能と して の庁 舎です とか、商業機能というところを位置付けて

ござい ます 。  
 次に 、オ ープ ンハウ スの参加の状況でございますが、今年の３

月１７ 日か ら３ 月２２ 日までの６日間実施してございまして、参

加者と しま して は６日 間合計で８３９人で、２９３名の方に資料

を配布 して ござ います 。  
 次に 、高 度利 用の部 分につきましては、施策の８７ページのま

ちづく り方 針２ の２－ １の①のまちなかの居住促進に向けた高度

利用の 検討 とい うとこ ろを施策で出させていただいてございます。 
 以上 でご ざい ます。  

【議長】  ○○委員、いかがですか。  
【○○委員】 再 度質問 したいと思います。１点目の策定の背景と

いうの をお 聞き しまし て、もう少し詳しくお聞きしたいと思った

のです けど 、わ かりま した。  
１点 お 答え いた だけなかった財政規模をどのように考えたらい
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いのか とい うこ とを再 度教えていただければなと思います。  
 ３点 目も わか りまし た。  

あ と×のとこ ろ 、都市機能別配置の 考え方、５５ペー ジ、５６

ページ ぐら いか らある ところの考え方は、これから誘導していく

という こと で了 解しま した。そのところでお尋ねをしたいのです

が、こ こに はス ーパー マーケット、あるいはこのページ以外には

コンビ ニエ ンス ストア を誘導していくというようなことが書いて

ありま すが 、心 配して いたのは小規模小売業、要するにまちのお

店屋さ んの こと が、こ こでは当然触れられていないのかなと思っ

たんで すが 、最 後のほ うで、そのことにも触れていて、現状４７

４事業 所が あっ て、そ れをこの計画の中で同じ現状値を維持して

いくと いう 考え が示さ れていたので、そこは安心したわけなので

すけれ ども 、そ ういっ た地域のお店を現状維持という考え方にし

ている のは なぜ なのか ということを再度教えていただければと思

います 。  
オー プ ンハ ウス の件ですが、参加人数は、かなり多かったと思

われま す。 ここ につい ては、これから意見交換会とかパブコメが

実施さ れる とい うこと ですので、できるだけ多くの声を取り入れ

た計画 にな るよ うに努 力をしていただくよう要望をしておきたい

と思い ます 。よ ろしく お願いいたします。  
最後 に お聞 きし ました高度利用についてなのですけれど、８７

ページ の表 の中 の１行 にあるということなのですが、これについ

ては高 さ制 限と いうも のを地域まちづくり条例とかで想定してい

たと思 うの で、 その点 については高さをできるだけ有効活用とい
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う考え 方な のか と思い ますので、もう少し丁寧に記述していただ

ければ と思 いま す。こ の辺、お考えがありましたら教えてくださ

い。  
以上 、 何点 かお 聞きしましたので、よろしくお願いします。  

【計画課長補佐】 失礼 しました。初めに財政の規模としましては、

ページ でい いま すと２ ０ページの上の段に、平成２７年度の歳入

歳出と いう とこ ろを出 させていただいてございます。１９ページ

で経済 財政 の状 況とい うところで、基本的に今後少子高齢化等が

進む中 で、 財政 規模等 もなるべく将来にわたって維持が図れるよ

うにと いう こと で、今 回の計画は考えてございます。  
次に 、 地域 の商 業等の現状維持の考え方としましては、基本的

には市 内利 便性 の高い 区域が多いというところになってございま

す。そ の部 分で 今後高 齢化等が進む中でも現状維持をしていって

利便性 の高 い市 域を維 持していくというところで考えてございま

す。  
高さ 制 限に つき ましては、今後条例等で検討をしていきたいと

考えて ござ いま して、 施策には「まちなか居住の促進に向けた高

度利用 の検 討」 として 出させていただいてございます。  
 以上 でご ざい ます。  

【議長】  ○○委員、よろしいですか。  
【○○委員】  理解しました。  
【議長】 ご覧のとおり、４ページの下段のところですが、立地適

正化計 画と はと いう中 で、一番最後に「なお、本計画は住居や生

活利便 施設 を強 制的に 短時間で移転させる主旨のものではなく、
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長期的 な視 点に 立って 、居住誘導区域や都市機能誘導区域への緩

やかな 誘導 を目 指して いくものです。」と書いてあります。  
 強制 的に 物を 壊すと か執行するとか、決してそういうものでは

ないと 思い ます ので、 ご理解していただければと思います。  
ほか に 何か ご質 問等ございませんでしょうか。  

【○○委員 】 先ほど 説明を受けて、多少分からないところ、また

聞き漏 らし た点 が２、 ３点あったのでお聞きします。  
 この 都市 計画 の背景 には、将来１０年後、２０年後の人口減少、

及びそ れに 伴う 経済的 な背景等々が後ろにあることはよくわかり

ます。  
それ で 、こ の中 の言葉では出てこないのですが、環境アセスメ

ント。 環境 問題 が今後 どのように推移していくのか。まして都市

集中型 とい うの でしょ うか、府中の場合は駅周辺に、この方針で

すとリ トル タウ ンでは ないけれども、それを作っていくというよ

うに見 てい ます が、そ の点は環境アセスメント的なものは、どの

ような 考え 方を 持って いるのか。  
それ か ら、 確か に生活利便性を中心として駅周辺はいいのです

が、固 定資 産税 の考え 方、商業施設、住宅施設を商業施設に、い

わゆる 二種 住専 から準 住居地域、近隣商業、商業地域に変わって

いくと 、固 定資 産税の 評価が非常に上がってくると、そこに住む

人にと って は大 変な税 制負担になってくる。特に今、小売業が減

ってい る一 つの 要因の 中に、固定資産税が駅周辺は非常に上がっ

ている ため に、 それを 負担できないので事業継続ができないとい

うよう なこ とも 主たる ことの一つであるということなので、これ
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を見て いる と、 スーパ ーマーケットとか、大手企業、大手会社が

運営で きる よう な税制 になっているような気がしてならないので、

その辺 の税 制的 な補助 というのか、条例改正みたいなものを考え

ている のか どう か。そ の点、２点を聞かせてください。  
【議長】 ○○委員から２点ご質問がございました。環境アセスメ

ントと 固定 資産 税に関 わること、お願いします。  
【計画課長補佐】 まず 初めに１点目の環境関係の考え方でござい

ますが、基本的に農地を維持していくというところもございます。

実際に 環境 でご ざいま すが、これから次にご報告させていただく

都市計 画マ スタ ープラ ンの中で、考え方を整理していくものと考

えてご ざい ます 。  
 次に、固定資産税でございますが、８７ページの１－１の施策、

誘導施 策と して ⑨で、「 都市機能の誘導に向けた固定資産税・都市

計画税 の減 額措 置の検 討」というところで、今後計画を策定して

から固 定資 産税 等の検 討はしてまいりたいと考えてございます。  
 以上 でご ざい ます。  

【議長】  ○○委員、いかがですか。  
【○○委員】 府 中が割 と住みよいまちというのは、この都市計画

マスタ ープ ラン におい て、何年か前から長年にわたって計画した

上で、 今日 の住 みやす さというのは出てくるもので非常に評価で

きるも のだ と私 は思っ ております。  
 ただ 将来 、特 に人口 減少というのが一番最大限のネックになっ

てくる のか なと 。そこ において、この素案にも書いてある人口減

少と、 それ から 生産人 口の減少というものを踏まえた中で、ある
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程度の 減税 とい うのは 考えないといけないのかなと私は考えてい

ます。 もち ろん 事務方 も、それは重々承知していると思います。

それと 環境 問題 も、い わゆる住みやすさのひとつであると考えら

れます ので 、そ の辺に もう少し重点を置いて、計画にも載ってお

ります けれ ども 、重点的に練って考えていただきたいと思います。 
 以上 です 。あ りがと うございます。  

【議長】  ほかにご質問はありますでしょうか。  
【○○委員 】  １点だけお願いします。７７ページから、（仮称）

生活サ ービ ス機 能維持 区域・維持施設というところに記載されて

います が、 その 中で８ ０ページになりますけれども、北府中駅周

辺のと ころ で、 ここは 今後、今の状況からいって、国有地の跡地

という か法 務省 の研修 所の跡地がここの中に含まれている、アジ

研もそ うで すけ ど、ち ょうどこの地域、半径３００メートルの中

にもあ る程 度の 敷地が 収まっているという状況ですから、こうい

ったこ との 利活 用とか 、それから住環境の変更というのがこれか

らある と思 いま すので 、そういったことがどのような形で反映さ

れてい くの か。 その辺 だけお話をお聞きできればと思います。１

点だけ お願 いし ます。  
【議長】  ○○委員から１点、よろしいですか。  
【計画課長補佐】 ８０ ページの北府中駅周辺の考え方でございま

すが、 北府 中駅 で交通 結節機能等があるというところで、今現状

では商 業等 の維 持とい うところで考えてございます。  
また 、 今後 のま ちづくりの動向等を見据えながら、今後必要に

応じて 計画 の見 直しを していく考えでございます。  
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 以上 でご ざい ます。  
【○○委員】 今 の答弁 で結構だと思うのです。ここのところは美

術館通 りに 接し ている ところで、美術館の利用者というのは京王

線だけ では なく て中央 線等も利用できるという、向こうから来る

人たち も結 構多 いとい うことを考えていったときに、中央線、武

蔵野線 と来 るわ けです から、結構ここの場所というのは、余り気

付いて いな いで すけど 、結構便利なところなんです。今１件、幸

町のと ころ で止 まって いる部分ありますが。  
これ が 、例 えば 、似たようなところで、三鷹市になるのですけ

ど、東 八道 路と 野崎の 交差点ですか、ドン・キホーテがあるとこ

ろ、深 大寺 のほ うから 北のほうに行くと、伏見稲荷というか伏見

通りに つな がっ ていく 道路のところ。そこが同じようになかなか

動いて いた だけ ないと いうのがあったのですが、ここできれいに

動いた んで す。 三鷹の 方にお聞きすると、家族のいろんな状況が

あって 家族 の説 得の中 で変わっていったみたいなのですけど。  
ここ も 、う ちも 、そういった状況が結構あって、今後の状況次

第では 非常 に便 利な場 所になってくると思いますので、計画の中

で、当 然検 討は されて いるとは思いますが、細かな部分での改善

という か今 後の 変更と いうのはあると思いますので、そういった

ところ も含 めて 、また 地元への意見の情報共有と、そんなことを

させて いた だけ ればな と思いますので、要望させていただきます。 
【議長】  ほかに何かご質問等ありますでしょうか。○○委員。  
【○○委員 】 都市機 能誘導区域・誘導施設の件で、８１ページの

是政駅 周辺 のと ころな んですが、これを見ると、駅周辺のいわゆ
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る徒歩 圏内 ３０ ０メー トルでの考え方を踏まえていますが、是政

駅を中 心に ３０ ０メー トルというと、多摩川を背にしているので、

全くこ の多 摩川 の範囲 が意味を成していないように見えてしまい

ます。  
これ は 嫌味 でも 何でもないですけど、いろいろ絵を見ながら進

めてい くと 、例 えば７ ５ページの多摩メディカルセンター周辺と

いうの はし よう がない ですよね。面積的にも細くなるものですか

ら。た だ、 この 周りに ついては、他市との部分で関係もあります

から、 そう いっ た考え 方の指摘だと思います。ただ、是政の場所

は、多 摩川 の色 々な形 の利用という面では、何もできないのでは

ないか なと 思う ので、 見せ方というか、この辺の円の見せ方もそ

うなの でし ょう けれど も、これが気になったかなと思うのですが、

この辺 につ いて 何か考 え方あれば教えていただきたいのですけど。 
【議長】  いかがですか。  
【計画課長補佐】 生活 サービス機能維持区域というところで、徒

歩圏と して 駅を 中心に ３００メートル区域というところで考えて

ござい ます 。多 摩川の ほうは確かに区域には入らないというとこ

ろにな って ござ います ので、その円の見せ方というところで修正

等をし なが ら、 今後、 意見交換会等に出していく形で調整してま

いりま す。  
 以上 でご ざい ます。  

【議長】  ほかにご質問ございますでしょうか。○○委員。  
【○○委員】 目 標指数 ということで、それぞれ設定されているも

のです から 、そ のこと でお伺いします。  
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 それ ぞれ 数値 を増加 とか維持するとか、示されているのですけ

ど、特に９３ページの目標値の鉄道の１日平均乗降者数といって、

人口が 、こ こに 書いて ある平成３２年が人口ピークという中で、

この鉄 道の 乗降 の増減 を見ると、３３万人から３４万人とみたの

は、ど うい うデ ータで 出しているのかをお聞きします。そういう

面では 、小 売業 の所数 、そういったものが維持、４７４事業所か

らそれ 以上 とい う見方 をするのはわかるのですけれども、その辺

の鉄道 の乗 降者 数をお 願いします。  
 それ と９ ９ペ ージの 路線バス、コミュニティバスの運行本数の

維持と いう こと で、維 持していくということなのですけど、維持

してい くこ とで 、その 下の公共交通に関する満足度はさらにパー

センテ ージ が上 がると いう、その辺の見方というか出し方をお聞

かせく ださ い。 その２ 点をお願いします。  
【議長】 ○○委員より、２点のご質問でございます。よろしくお

願いし ます 。  
【計画課長補佐】 まず 初めに１点目の鉄道駅の１日平均乗降客数

の増加 の考 え方 でござ いますが、現状１日平均の利用者数という

のは、 今現 在で は増加 傾向というところになってございます。実

情とし てそ の推 計値を 取ってしまうと、かなり増加してしまうと

いうと ころ がご ざいま すので、基本的に人口減少等も加味しなが

ら乗降 客数 の高 いエリ アを維持していくというところで、今回３

４万人 で設 定し てござ います。  
次に 、 路線 バス 、コミュニティバスの運行本数の維持と満足度

の関係 でご ざい ますが 、基本的に目標設定に当たりまして、満足
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度の状 況と しま して過 去９年間を見た中で一番高い数値で、平成

２２年 度の ８０ .１％というところを見ながら、基本的に満足度は

、それ を上 回る ８３％ と設定してございます。運行本数につきま

しても 、基 本的 に今現 状で交通の利便性が高いというところがご

ざいま すの で、 そこを 維持していくと、満足度というところも過

去のデ ータ から 見ます と、少し上昇があるのではないかというと

ころで 、現 在設 定して ございます。  
 以上 でご ざい ます。  

【計画課長】  補足させていただきます。  
 最後 の公 共交 通の満 足度の件でございますが、現状の運転本数

の維持 とい うこ とだけ ではなくて、公共交通ネットワークの充実

ですと か、 交通 結節点 の整備等の誘導施策を展開することにより

まして 、満 足度 の維持 というか増加が想定されるのではというこ

とから 、目 標値 を高め に設定しているところでございます。  
 以上 でご ざい ます。  

【○○委員】  乗降者数に関してはわかりました。  
バス 、コミュニテ ィバスも含めてなのですけど、１，４７８本、

これは ルー ト、 それか ら３０分おきとか、それぞれあると思うの

ですけ ど。 一般 市民が 、この数値の本数を見た場合に、いまだに

多分ち ゅう バス の要望 って多いと思います。これを今後も維持し

ていく とい うの は、財源その他でわからないでもないのですけど、

これだ けを 見て しまう と、ちゅうバスはずっとこれからもいくん

だと市 民が 誤解 するの ではないかと。誤解するというか要望が多

い中で 、そ の辺 の見方 が市民には誤解されないかなというのを思
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ったの で。 そう いう要 望が多い中で、この数字だけを見た場合の

市民の 感覚 を思 ったも のですから質問をさせていただいたのです。

だから 、今 後２ ０年間 ということで、それぞれ５年ごとに見直し

がある とい うこ とです けど、その辺の本数のこういったことの見

直しも ある のか どうか 、市民ニーズに対応していくのかどうか、

今現在 その 辺が わかり ましたら、お聞かせください。  
【計画課長】 ご 質問の ちゅうバスを含めたバスの運転本数に係る

件でご ざい ます が、恐 れ入ります、資料の６ページをご覧いただ

きまし て、 現在 ご議論 をいただいていますのが、この中央青で白

抜きの 府中 市立 地適正 化計画になっておりますが、この下段に矢

印でお 示し して おりま す、来年度以降に策定を現在検討しており

ます地 域公 共交 通網形 成計画、こちらの計画と立地適正化計画が

両輪と なっ てま ちづく りを進めていくような形になるのですが、

この中 で公 共交 通、電 車・バスを含む公共交通のあり方というの

を来年 度以 降し っかり 検討していく中で、路線バスのあり方、コ

ミュニ ティ バス のあり 方という部分を、その中でしっかりと検討

させて 、必 要が あれば 、その計画の内容を再度立地適正化計画の

改定を し、反映させていきたいと考えておるところでございます。 
 以上 でご ざい ます。  

【議長】  よろしいですか。  
【○○委員】 わ かりま した。その辺で今後の計画もあるというこ

とでわ かり まし た。そ れを今後も見ながら私も検討していきたい

と思い ます ので 、現状 ではわかりました。結構です。  
【議長】  ほかにご質問等ありますでしょうか。  
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【○○委員 】 今まで ずっと見て、このままいくと、商店街がどん

どんな くな って いって しまうような気がするのです。商店街って

大事な もの だと 思うの ですけども、何か商店街が生き残れるよう

な目安 にな る指 針みた いなものがあると助かるかなと思うんです。

難しい とは 思う のです けれども、何か商店街が生き残る方法は、

この中 では 見当 たらな いというか見えなかったものですから、何

かあれ ばと 感じ たもの ですから、質問をしたものでございます。  
【議長】 ○○委員 、おっしゃることよくわかっております。私ど

も会議 所も 手伝 わなく てはいけないことだ思って、覚悟はしてい

ますの で。 いろ いろと 市のほうに要望もありますので、そのうち

いろん なこ とが できる ことになると思いますので、その節はひと

つよろ しく お願 いしま す。市のほうから何かありますか。  
【計画課長 補佐】  地域の施策の８７ページの１―２の④で、「地

域住民 等の 生活 に密着 した商業・業務及びサービス機能の集積」

という とこ ろで 、都市 機能誘導区域のほうでは商業系を誘導して

いくよ うな 施策 を考え てございます。実情として、都市機能誘導

区域外 の商 店街 等もご ざいますので、その部分につきましては、

商店街 振興 プラ ン等で と考えてございます。  
 以上 でご ざい ます。  

【議長】 第６次府中市総合計画もありますので、その中にも商店

街振興 も入 って います ので、そのあたり検討していただければと

思いま す。  
【○○委員 】 今、○○ 委員がおっしゃったように、基本的にはこ

れがも とに なっ ている のだろうから、マスタープランとか、そう
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いう計 画が あっ たとし ても、１行でも１項でも、そういう文章が

なけれ ば、 それ は生か せる問題ではないから、それは１行１項で

も入れ るべ きだ と思い ます。  
【議長】  よろしいですか。  
【計画課長補佐】 今 、ご意見をいただきましたので、その部分も

今後検 討さ せて いただ きながら反映させていくように考えてござ

います 。  
 以上 でご ざい ます。  

【議長】  ○○委員、よろしいですか。ほかに何か。  
【○○委員】 先 ほどの ○○委員のお話で、ちゅうバス等があった

ので、 それ に関 連して と思ったのですけれども。例えば、相乗り

タクシ ーと か、 そうい ったものが今技術革新の中で非常に進んで

きて、 あと 自動 バスと か、タクシーの自動運転も今後進んでいく

と思う ので すけ れども 、そういったことを今この状況でこの計画

の中に 入れ るの はなか なか難しいとは思うのですけれども、そう

いった こと も、 しっか りアンテナを張って今後の計画の見直し等

にも今 度は 落と し込ん でいっていただきたいと思います。  
 それ に付 随し て、例 えば、商業だったりする場合はかなり今は

小売り とい うも のが、 小売りで買うよりも、お店で買うよりも、

インタ ーネ ット の通販 で買ったりとかというのが圧倒的に多いと

いう現 状も ある と思い ます。そういった中で、やはり先ほど○○

委員が おっ しゃ ってい たように、商店街とか小売り、面と向かっ

て買い 物を する という ことがまちの１つのインフラにつながって

いくと 思う ので 、そこ ら辺も重視をして計画をつくっていってい
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ただき たい と思 います 。  
 もう １点 なの ですけ ども、これも漠然とはしているのですけれ

ども、 この 誘導 計画の 中で、今後少子化、少子高齢化が避けられ

ない状 況の 中で 、じゃ あどういった層を府中市として獲得をして

いくの かと 。こ れは長 期的な計画なので、ぜひそこも考えて、例

えば、 子育 て世 代なの か、またいろいろな層があると思うのです

けれど も、 どう いった 人たちを獲得していって府中というまちを

つくっ てい くの かとい うのが分かりづらかったので、そこら辺の

考え方 あれ ば教 えてい ただきたいと思います。  
 以上 お願 いし ます。  

【議長】 ○○委員からご質問がありました。お答えをお願いしま

す。  
【計画課長補佐】 １点 目の自動運転等というところでございます

けど、 それ も含 めて、 通販だとか小売り関係につきましても、部

会でも 、そ うい った意 見もございますので、今後計画のほうに反

映すべ く検 討し てまい りたいと考えてございます。  
 ２点 目の 今回 の立地 適正化計画でのこれからに向けてどの層を

獲得し てい くか という ところでございますが、居住誘導区域等の

整理を 行い なが ら生産 年齢人口等が増えるような形で考えていけ

ればと 思っ てご ざいま す。  
 以上 でご ざい ます。  

【計画課長】  補足をさせていただきます。  
 まず 相乗 りタ クシー の件でございますが、こちらにつきまして

は、先 ほど 申し 上げま した地域公共交通網計画の中で検討してま
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いるの です が、 一例と して挙げさせていただきますと、公共交通

を検討 して いく 中で、 当初はコミュニティバスを走らせていたと

ころ、 財政 負担 等々を 鑑みながら、コミュニティバスを廃止して

相乗り タク シー へ移行 したというような自治体の事例もございま

すので 、そ うい ったこ とも踏まえて先進市の事例なども研究しな

がら、 しっ かり と取り 組んでいきたいというふうに考えておりま

す。  
 また 小売 り、 ネット 通販の件につきましては、もう少し我々都

市政策 の部 局だ けでは なくて、経済観光部局のほうも含めながら

いろい ろな アイ デアを 出して施策を展開することで、その辺は取

り組ん でい きた いとい うふうに考えてございます。  
 最後 の少 子化 に伴う 層の獲得につきましては、基本的にはどの

層をタ ーゲ ット に中心 にということではなくて、やはり高齢化が

進むこ とに よっ て、高 齢者層の部分の福祉への取組であったり、

逆に子 育て 世代 に対し ての子育てへの対策であったりということ

で、基 本的 には さまざ まな層に対してまんべんなく広域に取り組

んでい くの が基 本と考 えております。委員ご指摘の層を中心にと

いう考 え方 もあ るかと 思いますので、そちらも参考にしながら、

今後広 く市 民の 意見を 聞きながらしっかりと整理をしてまいりた

いと考 えて おり ますの で、よろしくお願いいたします。  
 以上 でご ざい ます。  

【議長】  ○○委員、よろしいですか。  
ほか に ご質 問ご ざいますか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  
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【議長】 ないようですので、第１号議案について採決したいと存

じます 。  
 第１ 号議 案「府中市立地適正化計画（素案）」について、議案の

とおり 可決 する ことで 異議ございませんでしょうか。  
（「異 議なし」と呼ぶ者あり）  

【議長】 異議なしと認めます。よって第１号議案「府中市立地適

正化計 画（素案 ）」につ いては議案のとおり決することといたしま

す。  
 次に 、日 程第 ２、報 告事項「府中市都市計画に関する基本的な

方針（ まちづ くり 方針 ）の改定状況について」、事務局から報告を

お願い しま す。  
【計画課担当主査】 それでは、府中市都市計画に関する基本的な

方針（ まち づく り方針 ）の改定状況につきまして、ご説明させて

いただ きま す。  
 事前 にお 配り しまし た資料の１ページをお開きください。  
 本年 ２月 に開 催した 本審議会でご議論をいただきました内容も

含まれ てお りま すので 、追加部分や修正箇所などを中心にご説明

させて いた だき ます。  
 現行 の府 中市 都市計 画に関する基本的な方針（府中市都市計画

マスタ ープ ラン ）につ きましては、大きく分けまして、「まちづく

りの将 来都 市像 と目標 」、「まちづくり方針（全体構想）」、「地域別

まちづ くり 方針（ 地域 別構想）」、「まちづくりの推進に向けて」の

４つの 構成 とな ってお ります。そのうち、昨年度より「まちづく

り方針（全体 構想 ）」の見直し作業を進めており、見直しの方向性
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を整理 して おり ます。 資料１ページの左側の列に現行の全体構想

を、中 央の 列に 見直し の骨子の全体構想を、右側の列に見直しの

方向性 を示 して おりま す。  
 まず 「１  ま ちの骨 格構造」でございますが、前回ご説明いた

しまし たと おり 、これ まで拠点として位置付けのなかった北府中

駅など 鉄道 駅周 辺地区 を対象に「日常生活拠点」を設けています。  
 また 、現 行の 「総合 文化・レクリエーション拠点」につきまし

ては、拠 点名称 を「文化スポーツ拠点」及び「にぎわい活力拠点」

に変更 する とと もに、新たに「広域医療拠点」を設け、「学園拠点

」を廃 止し てお ります 。具体的な拠点のエリア一覧につきまして

は３ペ ージ に記 載して おりますので、３ページをお開きください。 
 こち ら赤 枠で 囲んで おります都市機能に関する部分でございま

す。従 来の 中心 拠点、 地域拠点のほか、新たに日常生活拠点とい

たしま して 北府 中駅周 辺ほか３箇所を、広域医療拠点といたしま

しては 多摩 メデ ィカル ・キャンパス周辺地区の１箇所を、文化ス

ポーツ 拠点 とい たしま しては郷土の森博物館周辺地区及び調布基

地跡地 周辺 地区 の２箇 所を、にぎわい活力拠点といたしましては

府中の 森公 園・ 府中基 地跡地保留地周辺地区の１箇所を位置付け

ており ます 。  
 ４ペ ージ をお 開きく ださい。  
 こち らは 、先 ほどご 説明した都市機能に関する部分をお示しし

た図で ござ いま す。左 に凡例を表示しておりますとおり、中心拠

点を赤 色の 丸で 、地域 拠点をピンク色の丸で、日常生活拠点（仮

称）を 水色 の丸 、広域 医療拠点をオレンジ色の丸、文化スポーツ
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拠点（ 仮称 ）を 茶色の 丸、にぎわい活力拠点を緑色の丸で囲んで

おりま す。  
 ３ペ ージ にお 戻りく ださい。  
 赤枠 でご 説明 しまし た都市機能に関する部分のほか、自然的環

境部分 、緑 色で 塗られ た箇所となります。緑の中核的拠点、地域

的拠点 等を 位置 付ける 予定としており、現在改定作業を進めてお

ります 緑の 基本 計画の 内容を反映する予定となっております。緑

の拠点 や環 境軸 のイメ ージ図につきましては５ページにお示しし

ており ます ので 、ご参 照ください。  
 １ペ ージ にお 戻りく ださい。  
 「２  土 地利 用方針 」でございますが、新たに２ゾーンの追加

を予定 して おり ます。 詳細につきましては６ページ以降に記載を

させて いた だい ており ますので、６ページをお開きください。  
 現在 の土 地利 用方針 では、低密度住宅ゾーンや都市型住宅ゾー

ンなど Ａか らＪ まで１ ０区分しております。こちらにつきまして

農地の 保全 や産 業用地 の維持の観点から、Ａの低密度住宅ゾーン

に、農 の風 景育 成拠点 （仮称）を中心とした、住宅と農業の共存

を図る ゾー ンと して「 農住共存ゾーン」を新たに設け、農地・樹

林地面 積の 割合 が一定 比率以上の地区を指定したいと考えており

ます。  
 Ｅの 幹線 道路 沿道ゾ ーンにつきましては、現在事業中の路線や

第４次 事業 化計 画にお ける優先整備路線の沿道において、幹線道

路沿道 ゾー ンと しての 検討を今後進めてまいります。  
 続い て、 Ｆの 都市型 産業ゾーンにつきましては、住宅の建築を
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制限し てい る「 都市型 産業専用地区」及び「府中インテリジェン

トパー ク」 を位 置付け ておりますが、新たに「工業誘導ゾーン」

を設け 、都 市型 産業専 用地区の指定がない工業地域を位置付け、

工業系 用途 の維 持・保 全を明確化したいと考えております。  
 ７ペ ージ をお 開きく ださい。  
 こち らは 、現 行の土 地利用方針図となっております。図面上、

主な今 後の 検討 箇所に つきましては赤枠で囲っております。  
８ペ ー ジを お開 きください。  
こち ら が見 直し 案となる土地利用方針図となります。なお、こ

の図表 の中 にあ ります 、土地利用転換の可能性がある府中基地跡

地保留 地に つき まして は、利用計画等を策定してからゾーン分け

をする ため に現 時点で は未定となっております。  
お手 数 です が１ ページにお戻りください。  

「３  都市施 設整備方針」でございます。こちら現状３つの整備

方針で 構成 され ており ます。  
１つ 目 の「 道路 交通体系の整備方針」につきましては、現在の

整備方 針を 基本 としな がら内容の整理をしてまいります  
２つ 目 の「 公園 ・緑地等の整備方針」につきましては、現在改

定作業 中の 緑の 基本計 画の内容を反映する予定となっております。 
３つ 目 の「 公益 的施設の整備方針」につきましては、公共施設

マネジ メン トな どの観 点も含めて内容を検討してまいります。  
続き ま して ２ペ ージをご覧ください。  

「４  都市環 境形成方針」でございます。こちら４つのまちづく

り方針 で構 成さ れてお ります。こちらにつきましては、学識経験
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者にて 構成 され る「府 中市都市計画に関する基本的な方針の改定

に関す るア ドバ イザー 会議」でのご意見を踏まえ、現行のテーマ

別に縦 割り に方 針を示 す方向から、複合的視点から都市経営のポ

イント を整 理を すると いうことで、第６次府中市総合計画の目標

に即し なが ら４ つの方 針を立てて整理を行っております。  
それ ぞ れの 分野 の方針についてご説明いたします。  
まず １ つ目 、「健康医療・地域福祉分野のまちづくり方針」は、

現行の 「福 祉の まちづ くり方針」をもとに、健康づくりの観点を

追加し てお りま す。  
２つ 目、「 安全安心・環境共生分野のまちづくり方針」は、現行

の「防 災の まち づくり 方針」と「環境のまちづくり方針」をもと

に、防 犯・ 交通 安全の 観点を追加しております。  
３つ 目、「歴史文化・コミュニティ分野のまちづくり方針」は、

現行の 「防 災の まちづ くり方針」と「景観のまちづくり方針」を

もとに 、歴 史的 資源の 活用などの観点を追加しております。  
４つ 目、「 にぎわい・都市活力分野のまちづくり方針」は、現行

の都市 計画 マス タープ ランには該当する方針がないため、新たに

設定を 予定 して おりま す。内容といたしましては、立地適正化計

画等と の整 合を 図りな がら、「にぎわいや活力のある拠点づくり」、

「誰もが快適に移動できる交通環境づくり」、「ものづくり産業、都

市農業 を支 える まちづ くり」などについて記載していく予定とな

ってお りま す。  
なお 、 都市 施設 整備方針や都市環境形成方針につきましては、

関連計 画等 との 整合を 図るため、関係課の取組や個別計画の進捗
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状況な どに つい てヒア リングを行い、具体的な記述などを整理し

ている 状況 でご ざいま す。  
最後 に 、今 後の 改定に向けたスケジュールについてご説明いた

します 。当 日資 料２を ご覧ください。   
こち ら 、関 連計 画なども含めまして記載させていただいており

ますが 、今 年度 におき ましては、本計画につきまして、全体構想

・地域 別構 想の 検討を 行い、平成３１年度に改定骨子・素案を作

成し、 平成 ３２ 年度に 改定案を作成し、改定手続を完了する予定

となっ てお りま す。  
以上 で 、府 中市 都市計画に関する基本的な方針（まちづくり方

針）の 改定 状況 につい ての報告を終わらせていただきます。  
【議長】  報告事項、事務局より報告をさせていただきました。  
 この 件に つい てご質 問はありますでしょうか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  
【議長】  ないようですので、「府中市都市計画に関する基本的な

方針（ まち づく り方針 ）の改定状況について」の報告は報告了承

とさせ てい ただ いてよ ろしいでしょうか。  
（「異 議なし」と呼ぶ者あり）  

【議長】 異議がないようですので、報告了承とさせていただきま

す。  
 続き まし て、 日程第 ３「その他」について、事務局から何かご

ざいま すか 。  
【計画担当主査】  次回の開催予定についてはご報告いたします。 
 本日 ご審 議を いただ きました立地適正化計画の策定状況に合わ
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せて、 １１ 月中 旬ごろ に開催を予定しております。日程につきま

しては 調整 の上 、改め てご連絡をさせていただきます。  
 以上 でご ざい ます。  

【議長】  ありがとうございました。  
長時 間 、今 日は ご審議をいただきまして、大変、ありがとうご

ざいま す。  
資料 の 中で も、 この都市計画審議会の分科会に就任されている

方がお ると 思い ます。 本当に毎月毎月いろいろご審議を賜りまし

てあり がと うご ざいま す。今後ともいろいろと日程がありますの

で、何 卒お 力添 えを賜 りたいと思います。  
 これ で本 日の 府中都 市計画審議会を閉会とさせていただきます。

ありが とう ござ いまし た。  
午前１１時４３分  閉会  



 
以上、会議のてん末を記載してその相違ないことを証するため、ここ

に署名する。  
 
 
議  長 ○ ○  ○ ○  
 
 
委  員 ○ ○  ○ ○  
 
 
委  員 ○ ○  ○ ○  


